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国民年金からのお知らせ
○離職したときは届出を！
　会社を退職した時は、厚生年金の加入も終わります。
　退職した時に 60歳未満であれば引き続き国民年金に加入しなければならないため、役場へ届出が
必要となります。また、保険証の扶養に入っていた配偶者についても同様に届出が必要となります。
手続きに必要なもの・・・印鑑、年金手帳。※手続きの際に退職した日を確認させていただきます。
○保険料の納付は便利な口座振替を！
　平成２７年度の国民年金の保険料は 1ヶ月 15,590 円です。現金で納付するほかに口座振替制度が
あります。納め忘れもなく、毎月、金融機関等に行く手間もはぶけて大変便利です。
【さらにお得な割引制度もあります。】
早割制度～当月分の保険料を当月末に振替することによって、各月 50円割引になります。
前納制度～一定期間の保険料をまとめて振替することによって、最大 15,360 円割引になります。
　※ 6ヶ月前納（1,060 円お得）、1年前納（3,920 円お得）、2年前納（15,360 円お得）
　※金融機関との手続きの関係上、振替希望月の前月上旬までに「納付書」「通帳」「通帳印」をご持
　参の上、年金事務所又は金融機関までお申し込みください。
○保険料を納められないとき
　経済的な理由などにより保険料の納付が困難なときは、「全額免除制度」、「一部納付制度」、「30歳
未満の方のための若年者納付猶予制度」があります。また、学生の方には「学生納付特例制度」があ
ります。（所得制限があります。）未納にしておくと将来、老齢・障害・遺族年金が受給できなくなる
場合もあります。過去 2年 1ヶ月分までさかのぼって免除の申請が行えます。

・全額免除制度と一部納付制度

種類 保険料の額 免除を受けた期間
の老齢年金の額 所得審査の対象

全額免除 ０円 ４／８
申請者本人とその配偶者、世帯主
（対象者が退職（失業）の場合は審
査対象外となります。）

４分の１納付 ３，９００円 ５／８
半額納付 ７，８００円 ６／８
４分の３納付 １１，６９０円 ７／８

※「4分の 1納付」、「半額納付」、「4分の 3納付」の決定を受けても上記の保険料を納めないと残り
の保険料は免除されませんのでご注意願います。

・納付猶予制度

種類 内容 猶予を受けた期間
の老齢年金の額 所得審査の対象

若年者納付猶予 保険料の納付が１０年
間猶予されます。

年金額には反映されま
せん。

申請者本人とその配偶者
学生納付特例 申請者本人

申請に必要なもの
・印鑑
・所得審査の対象者が失業中の場合は「雇用保険受給資格者証」又は「雇用保険被保険者離職票」
・学生納付特例の申請は「在学証明書」又は「学生証の写し」
《追納制度があります》
免除や納付猶予を受けた期間の保険料は 10年以内であれば納めることができます。
《問合せ・参考》
■稚内年金事務所　国民年金課　☎ 0162 ‐ 32-1941　　
■天塩町役場福祉課福祉係　☎ 01632 ‐ 2-1001
■日本年金機構ホームページ《http://www.nenkin.go.jp》
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農業生産活動として取組むべき事項
・適正な農業生産活動による耕作放棄の防止を図る。
・耕作放棄されそうな農用地については、集落内外の担い手農家等への集積（賃借権設定等）や農作
業の委託を行う。
・良質粗飼料の生産に向けた取組を行う。・その他、土地改良事業等の実施。
・排水路・農道の適切な管理。・堆肥舎・バンカーサイロの建設促進活動。
・健康管理の推進活動。・構内除雪活動。・糞尿消臭対策。・パーラー廃水汚染対策。
・廃プラスチック処理対策。・酪農体験学習に関する学校教育等との連携。・放牧畜産の推進。

農業生産活動等の体制整備として取組むべき事項
・草地更新、排水路、農道等の補修・改良が必要となる位置を図示し、補修・改良を行うこと
により農用地の適切な保全管理を行う。

地域の実情に即した農業生産活動等の継続に向けた活動
・牛舎消毒による防疫強化。
・新規就農者、農業実習生の確保。
・認定農業者の育成。
・酪農ヘルパー組織の利用促進。

そ　の　他
・会議開催、研修会への参加等。
　これらの取組により、条件不利地での耕作放棄地の発生抑止をはじめ、生産性・作業性の向上、
農村環境改善、担い手の確保、酪農体験学習機会の創設、健康管理への取組など広範囲にてそ
の効果を発揮しております。

　制度に関するお問合せは．．．農林水産課　農業振興係　内線２３９

中山間地域等直接支払制度
制度について
　中山間地域等直接支払制度は､ 社会的条件の不利な地域振興五法の指定を受けた地域を対象に、耕
作放棄地の増加等により多面的機能が低下されている中山間地域等において、農業生産の維持を図り
ながら多面的機能を確保するという観点から交付金を交付するという制度です。
　平成２２～２６年度までを第３期対策として、天塩町集落協定・天塩町畜産集落協定の２つの集落
協定にて継続いたしております。
　この制度を活用して以下の取組を行っています。

各集落協定について

項　　目
詳　細　内　容

天塩町集落協定 天塩町畜産集落協定
代表者 加藤　久雄 工藤　敏明
協定参加者 130 人（個人 126 戸、4法人） 8人（個人 6戸、2法人）
協定農用地面積 ７２，２９７，０８７㎡ １１，００２，２０９㎡
交付金額 １０４，８５６，５８８円 １４，７２５，２１８円
国・道 ７８，６４２，４４１円 １１，０４３，９１３円
町　費 ２６，２１４，１４７円 ３，６８１，３０５円

交付金使途
協同取組活動 ５６，０８９，３３１円 １４，７２５，２１８円
農業者への個人配分 ４８，７６７，２５７円 ０円
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まち
の話題

1 月１６日（月）

除雪ボランティア
　啓徳中学校生徒らによる除雪ボランティア
が行われました。
　除雪ボランティアは、啓徳中学校の生徒、
教頭先生、教職員合わせて１７名が雄信内保
育所の軒下に積もった雪をスコップやスノー
ダンプを使い除雪を行い、心地よい汗を流し
ました。
　啓徳中学校の除雪ボランティアは町社会福
祉協議会を通じて、除雪の要望があった箇所
の除雪を行いました。

1月 14日（水）

地域社会貢献に対し感謝状贈呈
　地域社会貢献を行った企業に対して、それ
ぞれ感謝状が贈呈されました。
　地域社会貢献内容については、次のとおり
です。

【株式会社石山組】
町営草地北川口育成舎周辺の環境整備

【山高建設工業株式会社】
町営草地北川口育成舎周辺の環境整備

【堀松建設工業】
町営草地北川口育成舎周辺の環境整備

2月 5日（木）

北海道青年農業者会議最優秀賞受賞
　1月 30日（金）に札幌市で開催された北
海道青年農業者会議プロジェクト発表で、天
塩町 4Ｈクラブ湯澤昌弘さんが地域活動部
門で「ピザから始まるモテ男作戦からの地域
活性化」と題した発表を行い、見事最優秀賞
を獲得し、３月３、４日に東京で開かれる全
国青年農業者会議に出場します。
　湯澤さんは、地域の担い手として明日につ
なげるためには、パートーナーを見つけるこ
とが重要と考え、「趣味・特技のない男から
料理がうまいモテル男へ！」という一心で仲
間と共にピザ作りを始めました。３年にわた
る試行錯誤を経て、てしお味覚まつりでピザ
を販売しました。天塩かわまちづくり検討会
では、地元食材を使ったオリジナルピザで地
域を盛り上げていきたいと取り組んでいま
す。このような取り組みが評価され、最優秀
賞受賞となりました。
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1 位 2 位 3位
幼児の部 田中　慈樹 石崎　杏奈 西村　美有香

小学 1年男子の部 田中　健悟 宇野　悠聖 後藤　善弥
小学 1年女子の部 赤塚　里桜 満保　千花 横山　日葵
小学 2年男子の部 赤塚　大生 吉光　佑太朗 村上　洸生
小学 2年女子の部 丸山　央佳 三橋　虹々南 多田　莉世
小学 3年男子の部 横山　晴 石山　晴樹 今野　敬介
小学 3年女子の部 満保　百葉 津田　亜依 泊　咲蘭
小学 4年男子の部 松村　悠馬 吉田　椿 今野　裕太
小学 4年女子の部 田中　智陽 成瀬　双葉 吉田　菜々美
小学 5年男子の部 石山　翔太 安藤　龍太朗 佐々木　頼人
小学 5年女子の部 寺本　萌華 横山　あゆ 吉田　羅依
小学 6年男子の部 大西　新大 青木　大亮 成瀬　岳
小学 6年女子の部 佐々木　友愛 菊池　真生 植村　美耶
一般男子の部 満保　豊
中学女子の部 中村　れいな 中村　エリカ
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第２４回ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り　市民審査委員募集のお知らせ
　６月の札幌の街を舞台に開催されるＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭りは、老若男女誰もが参加出来る
「市民参加型の祭り」です。踊り手としての参加はもちろん、市民が様々な形で気軽にお祭りに参
加することができるのが、ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭りの魅力のひとつです。
　そこで、チームの演舞を審査する審査員を、「市民審査員」として全国から募集します！審査は、
あなたが演舞を見て感じた「感動」を審査基準としており、特別な技術や知識は全く必要ありません。
■活動日程：平成２７年６月１３日（土）・１４日（日）
■活動場所：札幌市中央区（大通公園周辺）
■活動内容：ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭りにおける演舞の審査
■募集要綱：応募用紙をＨＰでダウンロードもしくは電話でお取り寄せください。
■募集期間：平成２７年３月１日（日）～４月２５日（金）※締切日必着
《問い合わせ・応募用紙送付先》
ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り実行委員会
　郵送：〒 060-0001　北海道札幌市中央区北 1条西 2丁目　北海道経済センター 4階
　　　　☎ 011-231 ‐ 4351　FAX 011 ‐ 233-4351
　　　　Ｅメールアドレス：shinsa@yosakoi-soran.jp
　　　　ホームページ：http://www.yosakoi-soran.jp/

３月は、滞納処分強化月間です
　　留萌振興局では、月間中、給与・預金等財産の差押えを強化します。
　　自動車税など道税に未納のある方は早急に納税してください。

自動車税など道税の納税相談は
留萌振興局地域政策部税務課納税係
☎０１６４－４２－８４１８
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平成 27 年　3  月　町民カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

休み
生ゴミ

ペットのふん
一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等
衣類等

生ごみ
ペットのふん

農村地区 休み

3 月　 1 2 3 4 5 6 7
■定例健康相談
　物忘れ相談
　10 時
　〔天塩町役場〕

■おでかけサロン
　10 時
〔老人福祉センター〕
■運転免許更新時
　講習
　〔福祉会館〕
・初回 10 時
・優良 13 時
・一般 13 時 45 分
・違反 15 時

■いきいきサロン
　10 時
〔雄信内老人憩いの家〕
■ 5歳時健診
　12 時 30 分
〔ふれあいセンター〕
■乳児健診
　12 時 50 分
〔ふれあいセンター〕
■小児科外来
　13 時～ 16 時
　〔町立病院〕

8 9 10 11 12 13 14
■天塩保育所
　開放日

■天塩中学校
　卒業式
■おでかけサロン
　10 時
〔雄信内老人憩いの家〕

■夕映健康相談
　13 時 30 分
〔てしお温泉夕映〕

■啓徳小中学校
　卒業式

15 16 17 18 19 20 21
■いきいきサロン
　10 時
〔老人福祉センター〕

■夕映健康相談
　13 時 30 分
〔てしお温泉夕映〕

■眼科外来
　13 時～ 16 時
　〔町立病院〕

■天塩小学校
　卒業式
■出前サロン
　10 時
　〔ケアハウス〕

■春分の日

22 23 24 25 26 27 28
■雄信内保育所
　開放日

■産婦人科外来
　13 時～ 16 時
　〔町立病院〕

■天塩保育所
　修了式

■雄信内保育所
　修了式

29 30 31 4 月　 1 2 3 4

5 6 7 「あいあいクラブ」★印は天塩　◆印は雄信内
（天塩：毎週火曜・水曜・木曜 10 時～ 12 時）
場所：子育て支援センター（天塩保育所内）
（雄信内：毎週月曜日 10 時～ 12 時）場所：雄信内保育所

★

★

★

★

★

★

★

★

★

■日程は変更となる場合がありますので、ご確認ください。
■ごみは当日の朝 8時までに出してください。
■壁など見やすいところに貼ってご利用ください。

★

★ ★

◆

◆

◆

◆
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健 康

はじめよう！骨粗しょう症対策
50 歳から注意！

《骨粗しょう症ってどんな病気？》

　骨粗しょう症とは、骨の強度が低下して、骨折の危険性が高くなった状態です。骨の内

部がスカスカになり、少しの衝撃でも簡単に折れやすくなっています。

《50 歳代から注意が必要！》

　骨粗しょう症は高齢者の病気と思われがちですが、50歳代の比較的若い世代から注意が

必要です。骨密度は、20～ 30 歳代をピークに、加齢とともに低下していきます。そして

女性の場合は、閉経により、50歳代を過ぎると急激に低下します。これは、女性は更年期

になると「エストロゲン」という骨を丈夫に保つ働きをするホルモンが減少するためです。

50歳代でも 10人に１人は骨粗しょう症があるといわれています。また最近では、若い世

代に「やせ」の傾向が強く、無理なダイエットによりカルシウムを十分ためることができず、

早い時期での骨粗しょう症の発症が心配されています。

《骨粗しょう症予防のためにできること》

　骨粗しょう症には、生活習慣が深く関係しています。丈夫な骨を守るために、生活習慣

を見直してみましょう。

①骨の材料となるカルシウムを普段の食事に加える

・骨の材料となるカルシウムを毎日の食事からきちんと摂ることが大切です。日本人は男

女共に、どの年代でも、厚生労働省が推奨するカルシウムの１日の推奨摂取量を満たして

いません。乳製品や小魚類、大豆食品、緑黄色野菜を摂るようにしましょう。また、バラ

ンスのとれた食事を心がけ、必要な栄養素を過不足無く摂ることも大切です。

②適度な運動をしましょう

・骨を丈夫にするには、骨に適度な刺激を与えることも必要です。運動することによって、

カルシウムが骨につきやすくなり、骨量の増加や維持につながります。筋力を強くすると、

転倒予防にもつながります。運動は継続して行うことが大切ですが、決して無理はせず、

自分にあった運動を選択して行うようにしましょう。

○その他にも、極端なダイエット、過度のアルコールやカフェインの摂取、喫煙などの生

活習慣は骨粗しょう症の原因になりますので、改善することが大切です。

《検診を受けてみましょう》

　骨粗しょう症は、予防やその段階に応じた対策が必要です。天塩町では、骨粗しょう症

検診を年に 3回実施しています。一度検診を受け、自分の骨の状態を確認してみませんか。

こんにちは　保健師です
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川
に
関

す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
く

こ
と
。

②
当
部
が
主
催
又
は
協
賛
す
る
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
。

■
モ
ニ
タ
ー
区
間

天
塩
川
（
下
流
）

天
塩
川
河
口
か
ら
天
塩
川
河
川
公

園
北
端
ま
で

■
募
集
人
員

モ
ニ
タ
ー
区
間
に
つ
き
1
名

■
任
期

平
成
27
年
5
月
1
日
（
金
）
か
ら

平
成
27
年
10
月
31
日
（
土
）
ま
で

■
報
酬

４
，
０
０
０
円
／
月

■
応
募
方
法

　

ハ
ガ
キ
又
は
任
意
の
用
紙
に
次

の
①
か
ら
⑥
を
記
載
の
う
え
、
下

記
の
応
募
先
ま
で
郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
応
募
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
記
載
い
た
だ
い
た
個
人

　

留
萌
開
発
建
設
部
で
は
、
河
川

に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
を
し
て

い
た
だ
く「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
」

を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深

め
、
適
正
な
河
川
利
用
や
河
川
環

境
を
維
持
し
、
あ
わ
せ
て
河
川
愛

護
思
想
を
普
及
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。

《
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
要
領
》

■
応
募
資
格

　

満
20
歳
以
上
の
健
康
な
方
で
、

モ
ニ
タ
ー
区
間
か
ら
お
お
む
ね
5

ｋ
ｍ
以
内
に
居
住
さ
れ
、
河
川
に

接
す
る
機
会
が
多
く
、
河
川
愛
護

に
関
心
の
あ
る
方
。

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す

留
萌
開
発
建
設
部

情
報
は
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
の
選

考
及
び
選
考
結
果
の
通
知
に
使
用

し
、
そ
れ
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ

ん
。

①
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日

②
住
所
・
電
話
番
号

③
職
業
（
※
公
務
員
の
方
は
応
募

出
来
ま
せ
ん
）

④
活
動
を
希
望
さ
れ
る
モ
ニ
タ
ー

区
間
（
河
川
名
）

⑤
自
治
会
（
町
内
会
等
）
等
の
地

域
に
密
着
さ
れ
た
活
動
を
さ
れ
て

い
る
方
は
、
会
の
名
称
と
役
職

⑥
そ
の
他　

応
募
理
由
、
河
川
へ

の
感
想
等
あ
れ
ば
記
載
く
だ
さ

い
。

■
募
集
締
切

平
成
27
年
3
月
20
日
（
金
）
ま
で

（
締
切
日
必
着
）

■
選
考
方
法

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
自
治

会
等
の
地
域
に
密
着
し
た
活
動
に

参
加
さ
れ
て
い
る
方
を
優
先
と

し
、
留
萌
開
発
建
設
部
の
選
考
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

選
考
結
果
は
、
応
募
者
に
に
通

☎
役場の電話番号

2 ‐ 1001
掲載を希望される方へ

4月号に掲載を希望する方は
3月 13日（金）までにお知
らせください。

知
し
ま
す
。

■
応
募
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
０
７
７

－

８
５
０
１

留
萌
市
寿
町
1
丁
目
68
番
地

留
萌
開
発
建
設
部

公
物
管
理
課
企
画
係

☎
０
１
６
４

－

４
２

－

２
３
１
５

（
内
線
３
４
４
）

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
１
６
４

－

４
２

－

２
３
３
５

　

今
か
ら
20
年
前
の
１
９
９
５
年

（
平
成
7
年
）
3
月
20
日
、
オ
ウ

ム
真
理
教
に
よ
る
「
地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件
」
が
発
生
し
ま
し
た
。

■
教
団
の
現
状

　

オ
ウ
ム
真
理
教
は
、
現
在
も
麻

原
彰
晃
こ
と
松
本
智
津
夫
へ
の
絶

対
的
帰
依
を
強
調
す
る
主
流
派

（「
Ａ
ｌ
ｅ
ｐ
ｈ
（
ア
レ
フ
）」）、

松
本
の
影
響
力
が
な
い
か
の
よ
う

に
装
う
上
祐
派（「
ひ
か
り
の
輪
」）

を
中
心
に
活
動
し
、
依
然
と
し
て

松
本
及
び
同
人
の
説
く
教
義
を
存

立
の
基
盤
に
し
て
お
り
、
無
差
別

大
量
殺
人
行
為
に
及
ぶ
危
険
性
が

認
め
ら
れ
ま
す
。

■
北
海
道
に
お
け
る
動
向

　

北
海
道
に
お
い
て
は
、
全
国
的

に
も
主
流
派
（「
Ａ
ｌ
ｅ
ｐ
ｈ
（
ア

レ
フ
）」）
が
極
め
て
多
く
の
信
者

を
擁
し
、
街
頭
や
書
店
に
お
け
る

声
か
け
の
ほ
か
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
等
を
利
用
し
て
青
年

層
を
中
心
に
接
触
を
図
り
、
教
団

名
を
秘
匿
し
な
が
ら
ヨ
ー
ガ
教
室

に
勧
誘
す
る
な
ど
し
て
新
規
信
者

を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
か
ら
20
年

天
塩
警
察
署
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■
小
澤　

来
翔
（
富
士
見
）　

■
落
合　

星
璃
（
新
栄
通
7
）

■
菊
地　

梨
花
（
富
士
見
）

■
来
田
佳
映
頼
（
山
手
裏
7
）

■
黒
川　

夏
希
（
山
手
裏
4
）

■
小
松　

楓
夏
（
新
栄
通
11
）

■
齊
藤　

瑛
司
（
緑
新
団
地
）

■
佐
久
間
里
乃
（
海
岸
通
2
）

■
佐
々
木
雄
大
（
新
栄
通
2
）

■
菅
井　

海
里
（
南
開
団
地
）

■
菅
井　

琴
音
（
新
栄
通
2
）

■
高
原　

凰
駕
︵
山
手
通
9
︶

■
田
澤　

秀
希
（
新
開
通
9
）

■
多
々
良
玲
奈
（
南
開
団
地
）

■
田
中　

小
粋
（
南
町
）

■
中
岡　

莉
人
（
海
岸
通
7
）

■
中
谷　

千
尋
（
山
手
裏
11
）

■
永
山　

寧
々
（
山
手
通
10
）

■
西
村
美
有
香
（
山
手
裏
7
）

■
長
谷
川
靖
幸
（
中
更
岸
）

■
宮
越　

莉
音
（
新
栄
通
3
）

■
桃
澤
真
菜
佳
（
山
手
裏
9
）

■
山
崎　

代
雅
（
苗
畑
）

■
吉
田　

柚
葉
（
緑
新
団
地
）

天
塩
小
学
校

■
石
崎　

杏
奈
（
辰
子
丑
）

※
掲
載
に
つ
い
て
は
、
同
意
を
い

た
だ
い
た
方
の
み
載
せ
て
お
り
ま

す
。
外
1
名
（
掲
載
見
送
り
）

啓
徳
小
学
校

入学おめでとう
＝今年の新入学児童は２６名＝

■
荒
井　

航　

（
新
開
通
9
）

■
荒
瀬　

愛
斗
（
中
更
岸
）

■
池
神　

邑
弥
（
振
老
）

■
荻
原　

峻
介
（
新
開
通
9
）

■
小
澤　

未
来
（
新
川
団
地
）

■
加
藤　

裕
真
（
緑
新
団
地
）

■
小
島　

武　

（
新
開
通
5
）

■
斉
藤　

千
聖
（
新
開
通
9
）

■
坂
井　

優
衣
（
山
手
裏
11
）

■
佐
々
木　

航
（
新
地
通
11
）

■
佐
藤　

風
雅
（
海
岸
通
4
）

■
佐
藤　

竜
也
（
西
産
士
）

■
園
田　

茉
耶
︵
南
開
団
地
︶

■
孫　
　

子
涵
（
北
更
岸
）

■
田
辺　

優
依
（
緑
新
団
地
）

■
中
西　

音
羽
（
新
栄
通
11
）

■
中
村
れ
い
な
（
緑
新
団
地
）

■
橋
本　

拓
己
（
南
開
団
地
）

■
原
口　

青
也
（
海
岸
通
5
）

■
丸
山　

敬
央
（
北
産
士
）

天
塩
中
学
校

■
阿
部　

竜
寿
（
雄
信
内
）

■
五
十
嵐　

和
（
東
雄
信
内
）

■
倉
田
二
千
翔
（
円
山
）

■
佐
藤　

嵩
人
（
泉
源
）

■
泉
波　

匡
仁
（
雄
信
内
）

■
渡
辺
真
奈
美
（
東
産
士
）

※
掲
載
に
つ
い
て
は
、
同
意
を
い

た
だ
い
た
方
の
み
載
せ
て
お
り
ま

す
。
外
3
名
（
掲
載
見
送
り
）

啓
徳
中
学
校

卒業おめでとう
＝今年の中学校卒業生は２９名＝

天塩町排水設備等指定業者の新規及び更新手続きのお知らせ
　天塩町排水設備等指定業者の登録期間が平成２７年３月３１日をもって満了となります。
　つきましては、天塩町排水設備等指定業者登録期間満了後も引き続き指定を受けようとする場
合、また、新規で指定を受けようとする場合は、天塩町排水設備等指定業者規則第２条の規定に
基づき下記提出書類を持参のうえ新規、更新手続きをされますようお知らせいたします。

１．登録受付期間　　平成２７年３月９日（月）～平成２７年３月２０日（金）
２．申請先　　　　　天塩町建設課下水道係
３．提出書類　　　　①　排水設備等工事指定業者継続承認申請書（更新）
　　　　　　　　　　　　排水設備等工事指定業者承認申請書（新規）
　　　　　　　　　　②　排水設備工事経歴書
　　　　　　　　　　③　排水工事責任技術者証の写し
　　　　　　　　　　④　平成２６年度の納税証明書
　　　　　　　　　　⑤　機械器具保有証明書
４．申請手数料　　　無料
５．問い合わせ先　　
　　　　〒 098 ‐ 3398　天塩郡天塩町新栄通 8丁目 1466-113
　　　　　　　　　　　  天塩町建設課下水道係
　　　　　　　　　　　  ☎ 01632 ‐ 2-1001（内線 253．254）　FAX 01632 ‐ 2-2659



10

よ
う
に
し
、
落
と
す
と
き
は
歩
行
者

や
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
な
ど
に
十
分

注
意
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
屋
根
か
ら
大
量
の
雪
が
落
ち
た
と

き
は
、
直
ち
に
事
故
が
な
い
か
ど
う

か
確
か
め
る
と
と
も
に
、
歩
行
者
の

通
行
へ
の
影
響
を
避
け
る
た
め
、
速

や
か
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
交
通
事
故
・
交
通
障
害
防
止
の
た

め
、
屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
や
敷
地
内

の
積
雪
を
道
路
に
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
軒
下
を
通
行
す
る
と
き
は
、
屋
根

か
ら
の
落
氷
雪
に
十
分
注
意
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
軒
下
や
道
路
で
は
、
子
ど
も
を
絶

対
に
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
ビ
ル
の
壁
、
窓
枠
、
突
出
看
板
等

か
ら
の
落
氷
雪
は
少
量
で
も
危
険
で

あ
る
た
め
、
付
着
し
た
雪
や
氷
の
除

去
を
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、落
氷
雪
の
除
去
の
際
に
は
、

歩
行
者
へ
の
十
分
な
安
全
対
策
を
行

う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

留
萌
開
発
建
設
部

留
萌
振
興
局

天
塩
警
察
署

天

塩

町

「再生紙使用」
●企画と編集　天塩町役場 企画商工課 企画広報係（〠098－ 3398 天塩町新栄通8丁目） ●印刷　天塩共同印刷（企）
●ホームページ　http://www.teshiotown.hokkaido.jp/　● e-mail からのお問い合わせは、HPお問合せフォームをご利用ください。

人　口　3,320人　　（－4）

　男　　1,673人　　（－2）

　女　　1,647人　　（－2）

世帯数　1,591世帯　（－4）

1月末

・わたしたちのまち・

おたんじょう
吉光　七

な な

彩ちゃん

　和敏さ
ん・恵さ

んの長女　  　新栄通 5

髙原　慶
け い

衣ちゃん

　弘雄さ
ん・功江さ

んの二女　  北更岸

おくやみ
小澤さち子さ

ん　　　　　　89 歳    山手裏 3

境　　啓子さ
ん　　　　　　67 歳    山手通 6

大岩　武雄さ
ん　　　　　　94 歳    雄信内

・ひ/と/の/う/ご/き・

　

2
月
は
暖
か
く
雪
が
ほ
と
ん
ど

降
ら
ず
、
天
候
の
良
い
日
が
続
き

ま
し
た
。
お
か
げ
で
雪
か
き
の
回

数
が
減
り
ま
し
た
が
、
少
々
体
が

な
ま
っ
て
い
る
感
じ
が
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
暖
か
く
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
が
、
ス
ー
キ
ー
場
の
営

業
に
支
障
が
で
な
い
か
心
配
で
す
。

　

3
月
に
入
り
、
卒
業
シ
ー
ズ
ン

を
向
か
え
、
上
の
学
校
に
進
む
方
、

社
会
に
出
る
方
な
ど
、
今
か
ら
ド

キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
我
が
家
の
子
ど
も

た
ち
も
小
学
・
中
学
に
入
学
す
る

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。　
　
（
Ｓ
）

　

ご
厚
志

　
　

あ
り
が
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

●
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

愛
情
銀
行
へ

【
香
典
返
し
と
し
て
】

山
手
裏
3　
　

小
澤
カ
ツ
エ
さ
ん

山
手
通
6　
　

境　

フ
ミ　

さ
ん

【
一
般
】

中
川
町　
　

濱
田　

文
孝
さ
ん

遠
別
町　
　

善
田　

隆　

さ
ん

●
恵
愛
荘
へ

南

町　
　

塩
谷　

融
さ
ん

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

山
手
裏
３　
　

園
田　

一
治
さ
ん

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

編

集

後
記

　

毎
年
、
冬
に
な
り
ま
す
と
、
屋
根
に

積
も
っ
た
雪
、
氷
、
つ
ら
ら
が
落
ち
て
、

歩
行
者
が
け
が
を
し
た
り
、
ま
た
、
死

亡
し
た
り
す
る
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
冬
期
間
の
生
活
に
は
ご

苦
労
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
冬

期
間
の
通
行
を
円
滑
に
し
、
事
故
を
無

く
す
た
め
、
特
に
、
次
の
こ
と
に
注
意

す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
屋
根
の
雪
、
氷
、
つ
ら
ら
が
道
路
に

落
ち
る
建
物
に
は
、
こ
れ
に
伴
う
事
故

を
避
け
る
た
め
雪
止
め
を
つ
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
雪
止
め
が
つ
け
て
あ
っ
て
も
強
さ
が

足
り
な
か
っ
た
り
、
針
金
な
ど
が
さ
び

つ
い
た
り
古
く
な
っ
た
り
し
て
切
れ
て

落
ち
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
必
ず
点
検

し
て
、
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
早
め
に

修
繕
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
屋
根
の
雪
、
氷
、
つ
ら
ら
は
、
気
温

が
上
昇
し
た
と
き
、
特
に
マ
イ
ナ
ス
3

度
位
か
ら
プ
ラ
ス
3
度
位
に
な
っ
た
と

き
に
落
ち
や
す
い
状
態
と
な
る
た
め
、

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
早
め
に
落
と
す

落
氷
雪
に
ご
注
意
を

危
険
防
止
な
ど
の
お
願
い

天塩町フェスタ　FESTA in TESHIOFESTA in TESHIO
【と 　 き】　 3 月 15 日（日）　10 時～ 15 時 30 分
【と こ ろ】　 てしお温泉・夕映
【おすすめ】　 ◆エクササイズコーナー
　　　　　　・アロマ教室・ヨガ教室・ストレッチボール教室
　　　　　　◆遊びコーナー
　　　　　　・竹トンボつくり体験・コマつくり体験・・・等
　　　　　　◆食コーナー
　　　　　　・ピザ販売コーナー
　　　　　　・牛乳甘酒無料提供コー・・・等
《問合せ》天塩町フェスタ実行委員会（役場企画商工課☎ 2-1001）


